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熊
本
地
震
は

　ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

青
山

　隆
幸 

議
員

待
っ
た
な
し
！

待
機
児
童
対
策・学
童
保
育
対
策

神
田

　公
司 

議
員

青
山 

熊
本
地
震
後
２
年
が
経
過
し
た
。

明
治
熊
本
地
震
の
５
年
後
熊
本
県
中
部
を

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.3
の
地
震
が
再
び
襲
っ

て
い
る
。
防
災
士
の
間
で
は
専
ら
、「
熊

本
地
震
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
次
に

備
え
よ
！
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の

指
定
避
難
所
の
防
災
機
能
は
例
え
ば
①
備

蓄
倉
庫
②
飲
料
水
③
停
電
時
の
電
力
④
通

信
機
能
⑤
断
水
時
の
ト
イ
レ
等
は
、
ほ
と

ん
ど
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
国
レ
ベ
ル

か
ら
す
る
と
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
今
定

例
会
で
、
指
定
避
難
所
の
防
災
機
能
強
化

の
た
め
の
決
議
書
を
提
出
す
る
。
執
行
部

に
お
い
て
は
検
討
さ
れ
た
い
。

交
通
防
災
課
長 

災
害
時
ト
イ
レ
は
そ
の

重
要
性
か
ら
、「
災
害
時
ト
イ
レ
計
画
書
」

を
作
っ
て
検
討
し
た
い
。
防
災
機
能
と
し

て
は
防
災
井
戸
を
野
々
島
防
災
拠
点
に
設

置
し
、
黒
石
防
災
拠
点
に
も
計
画
中
で
あ

る
。
利
用
者
の
利
便
性
、
費
用
等
も
考
慮

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

青
山 

大
規
模
災
害
の
時
は
市
役
所
、
自

衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
の
公
的
機
関
の
支

援
（
公
助
）
に
も
限
界
が
あ
る
。
加
え
て
、

個
人
の
努
力
（
自
助
）
で
は
防
げ
な
い
被

災
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
、
主
に
自
治
会
・

自
主
防
災
組
織
（
共
助
）
が
中
核
を
な
す

地
区
防
災
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
で
同
計
画
の
作
成
が
急
務
で
あ
る
が
。

交
通
防
災
課
長 

同
計
画
は
区
長
会
議
の

中
で
説
明
し
た
。
今
後
は
、
必
須
項
目
と
、

各
行
政
区
の
地
域
性
を
加
味
し
た
追
加
項

目
を
説
明
し
た
ひ
な
型
を
提
示
し
て
、
担

当
課
を
中
心
に
市
役
所
内
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
各
行
政
区
に
出
向
き
、
協
議
を
し
な

が
ら
作
っ
て
行
く
方
針
で
あ
る
。

神
田
　
待
機
児
童
の
現
状
に
つ
い
て
、
前

回
の
一
般
質
問
で
一
時
募
集
の
状
況
は
新

規
申
し
込
み
が
５
２
３
名
、
昨
年
比
で
１

４
０
名
減
、
こ
の
時
点
で
保
留
者
が
63
名

い
る
の
で
、
昨
年
比
39
名
の
減
と
改
善
さ

れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
30
名
〜
40
名

の
待
機
児
童
が
出
る
の
で
は
と
答
弁
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
の
推
移
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
本
年
４
月
時
点
で
の
、

全
体
で
入
所
保
留
者
数
は
29
名
、
待
機
児

童
者
数
は
10
名
。
昨
年
同
時
期
の
待
機
児

童
者
数
は
62
名
と
な
っ
て
お
り
、
52
名
と

い
う
大
幅
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
後
も
子
育
て
世
帯
の
転
入

も
続
き
、
国
が
主
導
す
る
幼
児
教
育
や
保

育
の
無
償
化
も
加
速
化
さ
れ
、
保
育
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

神
田
　
本
市
は
０
歳
〜
14
歳
ま
で
の
子
ど

も
が
増
え
て
お
り
、
地
域
別
の
偏
り
が
も

の
す
ご
く
大
き
い
。
平
成
29
年
で
西
合
志

南
小
校
区
が
4.5
％
増
、
中
央
小
校
区
が
3.6

％
増
、
西
合
志
東
小
校
区
と
合
志
南
小
校

区
が
２
％
と
、
ほ
と
ん
ど
が
就
学
前
で
あ

る
。
今
後
の
見
通
し
と
対
策
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
須
屋
地
区
の
既
存
園

が
本
年
度
建
て
替
え
に
よ
る
10
名
の
定
員

増
の
計
画
を
し
、
ほ
か
に
も
本
年
度
は
複

数
の
企
業
型
の
保
育
、
企
業
主
導
型
の
保

育
事
業
、
こ
ち
ら
も
現
在
進
ん
で
い
る
。

神
田
　
学
童
保
育
の
入
所
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
と
対
策
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
平
成
28
年
度
で
９
６

７
名
、
平
成
29
年
度
９
８
１
名
、
平
成
30

年
度
は
、
４
月
の
時
点
で
は
１
０
０
５
名

と
い
う
こ
と
で
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

西
合
志
中
央
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ
は
４

月
か
ら
、
野
々
島
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
37

名
で
稼
働
し
て
お
り
、
西
合
志
東
小
学
校

の
第
５
、
第
６
の
学
童
ク
ラ
ブ
も
、
既
に

入
札
を
終
え
、
取
付
道
路
を
６
月
中
旬
か

ら
８
月
も
し

く
は
９
月
ま

で
の
工
期
で

終
え
、
２
階

建
て
の
建
物

工
事
を
行
い
、

来
年
４
月
か

ら
開
所
で
き

る
よ
う
進
め

た
い
。

公
助
・
自
助
を
補
完
す
る

地
区
防
災
計
画
と
自
主
防
災
組
織

内閣府ホームページ
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/index.html
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施
設
の
維
持
管
理
に

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を

澤
田

　雄
二 

議
員

み
ど
り
館

　
入
浴
施
設
は
廃
止
！

坂
本

　早
苗 

議
員

みどり館（栄）

財務書類4表

澤
田
　
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
は
オ
ー
プ
ン
か

ら
管
理
委
託
制
度
を
経
て
現
在
は
指
定
管

理
者
制
度
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
事
務
量

や
予
算
措
置
な
ど
市
の
評
価
は
。

商
工
振
興
課
長
　
民
間
事
業
者
へ
移
行
後

経
営
の
根
本
的
な
部
分
に
ま
で
関
与
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
職
員
の
事

務
量
は
軽
減
し
て
い
る
。
以
前
の
経
営
状

況
か
ら
指
定
管
理
者
委
託
料
を
年
間

1
7
0
0
万
円
と
試
算
し
て
い
た
が
、
現

在
は
9
2
5
万
円
程
度
で
あ
り
評
価
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

澤
田
　
公
民
連
携
中
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
と
は
ど
の
よ
う
な
手
法
か
。

管
財
課
長
　
料
金
を
徴
収
す
る
公
共
施
設

な
ど
、
国
や
地
方
自
治
体
が
所
有
権
を
持

っ
た
ま
ま
運
営
す
る
権
利
を
民
間
業
者
に

設
定
す
る
権
利
の
こ
と
で
あ
る
。

澤
田
　
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
施
設
の
維
持

管
理
費
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

商
工
振
興
課
長
　
市
財
政
か
ら
見
れ
ば
大

幅
な
負
担
軽
減
が
予
想
さ
れ
る
が
、
民
間

投
資
と
し
て
ト
ー
タ
ル
的
な
採
算
性
の
部

分
も
あ
る
。
今
後
可
能
性
の
あ
る
運
営
手

法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

澤
田
　
新
公
会
計
制
度
の
財
務
諸
表
公
表

中
、
建
物
・
道
路
な
ど
資
産
投
資
額
と
減

価
償
却
累
計
額
が
意
味
す
る
も
の
は
。

財
政
課
長
　
全
体
的
に
見
て
建
築
時
点
か

ら
年
数
が
経
過
し
５
割
程
償
却
し
て
い
る
。

大
規
模
改
修
や
建
替
え
、
統
廃
合
な
ど
適

切
に
維
持
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

澤
田
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

か
ら
新
公
会
計
制
度
の
流
れ
の
中
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
。

財
政
課
長
　
将
来
世

代
と
現
役
世
代
の
負

担
公
平
性
や
公
共
施

設
の
維
持
管
理
な
ど

で
あ
る
。
総
合
的
・

計
画
的
な
管
理
に
関

す
る
基
本
的
方
針
を

充
実
さ
せ
明
確
化
す

る
こ
と
に
活
用
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

坂
本
　
み
ど
り
館
の
お
風
呂
で
レ
ジ
オ
ネ

ラ
菌
が
検
出
さ
れ
た
の
は
一
月
。
議
会
初

日
（
６
月
８
日
）
に
入
浴
施
設
廃
止
の
結

論
が
報
告
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
廃
止
な
の
か
。

総
務
部
長
　
公
共
施
設
等
の
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
廃
止
、
統
廃
合
を
含
め
た

検
討
を
行
い
利
用
状
況
等
を
勘
案
す
る
と

廃
止
の
結
論
と
な
っ
た
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
発

生
個
所
の
特

定
困
難
に
よ

り
一
部
改
修

か
ら
全
面
改

修
工
事
に
変

更
し
た
。
概

算
見
積
り
で

は
４
千
万
円

程
度
の
金
額

に
な
る
と
報

告
を
受
け
た
。

坂
本
　
み
ど
り
館
は
旧
合
志
町
の
老
人
憩

の
家
の
建
て
替
え
に
よ
る
施
設
。
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
の
お
風
呂
も
な
く
な
り
、
み
ど
り
館

の
お
風
呂
も
廃
止
。
住
民
へ
の
説
明
は
で

き
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
こ
の
後
速
や
か
に
地
元

の
区
長
さ
ん
に
は
説
明
し
た
い
。

坂
本
　
本
年
度
は
小
学
校
部
活
動
最
後
の

年
。
社
会
体
育
移
行
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
７
つ
の
小
学
校
に
26
部

活
動
が
あ
る
。
移
行
で
き
て
い
る
の
は
７

つ
、
今
年
度
移
行
で
き
そ
う
な
所
が
３
つ
、

廃
部
を
決
定
し
て
い
る
の
は
２
つ
。
そ
の

他
の
部
活
動
は
31
年
度
に
移
行
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
る
。

坂
本
　
社
会
体
育
移
行
が
進
ま
な
い
理
由

と
し
て
指
導
者
の
確
保
、
運
営
体
制
の
確

立
、
そ
し
て
保
護
者
の
負
担
増
の
問
題
が

あ
る
。
部
活
動
の
廃
止
で
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
。
早
急
な
対
策
が

必
要
で
は
。

教
育
長
　
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
る
こ
と
は
本
当
に
申
し
訳

な
い
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
現
行
の

部
活
動
は
存
続
と
考
え
、
基
本
は
崩
し
て

い
な
い
。
関
係
機
関
、
団
体
に
直
接
依
頼

に
回
り
た
い
。

部
活
動
廃
止
に
向
け
た
準
備
は
？

新
公
会
計
制
度

合志市議会だより
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